










































































































































































































































尻市社会教育課によると、平成 29（2017）年 4月 1日の時点で、平沢の重伝
建地区には家屋や蔵などを含めた建造物が約 650 棟あり、世帯数 178、人口






































人、機械部品製造業 60 人、サービス業 38 人、漆器を除く小売り卸業 27 人、
食品製造業 10 人、木工業 10 人の順になっている。勤め先の所在地としては、













であろうか。平成 30（2018）年 9月に 2人の住民から聞き取り調査を行った。
（ 1）漆器職人の妻・Aさん（昭和 17（1942）年生まれ）の語り























































奈良井 昭和 3年（1928）5 月 18 日 ※夫は上松出身
奈良井 昭和 13 年（1938）7 月 15 日 ※夫は平沢出身
奈良井 昭和 16 年（1941）9 月 18 日 ※夫も奈良井出身
奈良井 昭和 18 年（1943）2 月 7 日 ※結婚は東京
奈良井 昭和 20 年（1945）5 月 6 日 ※夫も奈良井出身
奈良井 昭和 23 年（1948）2 月 22 日 ※婿取り
奈良井 不明。夫は昭和 20 年（1945）3 月 15 日 ※夫は満州で生まれる
奈良井 不明。夫は昭和 24 年（1949）1 月 4 日 ※婿取り
旧木曽郡内　16 人
平沢（現塩尻市） 昭和 19 年（1944）1 月 8 日
藪原（木祖村） 昭和 17 年（1942）11 月 26 日 ※東京大空襲で引き上げてきた。　祖母が奈良井出身
藪原（木祖村） 昭和 27 年（1952）7 月 9 日
旧日義村（現木曽町） 昭和 9年（1934）7 月 3 日
宮ノ越（現木曽町） 不明。夫は昭和 15 年（1940）11 月 10 日














42（1909）年以降である。奈良井駅の開業は明治 42（1909）年 12 月であった。
－ 14 －
木曽福島（現木曽町） 不明。夫は昭和 9年（1934）6 月 8 日
木曽福島（現木曽町） 昭和 10 年（1935）5 月 2 日
木曽福島（現木曽町） 昭和 60 年（1985）2 月 20 日
旧開田村（現木曽町） 不明。夫は昭和 31 年（1956）2 月 21 日
旧三岳村（現木曽町） 昭和 42 年（1967）3 月 29 日
上松（上松町） 昭和 14 年（1939）10 月 19 日
上松（上松町） 昭和 19 年（1944）7 月 15 日
須原（大桑村） 不明。夫は昭和 2年（1927）5 月 17 日
南木曽町 昭和 27 年（1952）
蘭（南木曽町） 昭和 40 年（1965）5 月 1 日
旧塩尻市　2人
塩尻市街地 昭和 12 年（1937）3 月 29 日
旧塩尻市内 昭和 21 年（1946）8 月 20 日
旧松本市　3人
松本 昭和 22 年（1947）2 月 21 日
松本 昭和 24 年（1949）9 月 10 日
松本 不明。夫は昭和 17 年（1942）11 月 30 日
他県内　6人
山形村 昭和 6年（1931）9 月 8 日
旧安曇村（現松本市） 昭和 10 年（1935）2 月 8 日
長野市 昭和 25 年（1950）2 月 8 日
諏訪地方 昭和 27 年（1952）8 月 17 日
朝日村 不明。夫は昭和 60 年（1985）7 月 28 日
北信地方 昭和 50 年（1975）1 月 1 日
県外　7人
東京都 昭和 8年（1933）5 月 12 日 ※父親は奈良井出身
岐阜県中津川市 昭和 9年（1934）1 月 12 日
山梨県南部町 昭和 12 年（1937）9 月 19 日
高知県 昭和 32 年（1957）1 月 20 日
千葉県 昭和 41 年（1966）1 月 18 日
静岡県 昭和 50 年（1975）1 月 29 日
岡山県 不明。夫は昭和 23 年（1948）7 月 27 日
　表 1は、筆者が奈良井内の聞き取り調査で得た、昭和生まれの女性の出身
地である。
　調査人数は 42 人で、出身地は奈良井 8人、旧木曽郡内 16 人、旧塩尻市 2










































3 　奈良井の 50 代女性の意思と実践
　地区の約 4割の住民が 75 歳以上と高齢化が進むなかで、木曽郡内と他県か























































































































































































































































































































































































平成 18 年（2006） 重伝建地区の選定年 昭和 53 年（1978）
漆工町 重伝建地区の種別 宿場町





























































4）  慶長 6（1601）年以降、江戸幕府から木曽の住民に下賜されることになった白木御免木 6000
駄のうち、奈良井（平沢を含む）には、その約 4分の 1にあたる 1521 駄が振り当てられて
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